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万 5 千を超えている（Orenstein, 2006）。The Walt Disney Company のホームページによれば、ディズニーの公式プリ
ンセスは、2015年11月時点で以下の11キャラクターである：白雪姫、シンデレラ、オーロラ姫（眠れる森の美女）、アリ
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動的 ・ 攻撃的 ・ 独立的といった形容詞と結びついている。一方、共同性は他者のことを考え協調する傾向を示す概念で、


































の論考もある。例えば、李 ・ 高橋（2011）は2007年までの ８ 作品（白雪姫、シンデレラ、眠れる森の美女、リトル ・ マー
メイド、美女と野獣、アラジン、ムーラン、魔法にかけられて）に対する考察を行なっている。ここでは、確かに初期


















割合が有意に高かった。さらに 9 作品を、初期（白雪姫 シンデレラ 眠れる森の美女）・ 中期（リトル ・ マーメイド　美
女と野獣　アラジン　ポカホンタス　ムーラン）・ 最近（プリンセスと魔法のキス）の 3 期にわけて時代による変化を検




















　第 3 は、分析対象作品である。England et al.（2011）が分析対象としたプリンセスは2009年の「プリンセスと魔法の
キス」のティアナまでの 9 キャラクターであるが、その後、ラプンツェル（塔の上のラプンツェル）、メリダ（メリダと
































（England, et al., 2011；荻上，2014；李 ・ 高橋，2011など）。本研究では、この仮説について量的指標をもって確認する
ことを目的とし、プリンセスとプリンスとの共行動が時代と共に増加しているのか否かを検討する。
　上記の目的に沿い、本研究ではディズニープリンセスが登場する11作品と、「アナと雪の女王」の、計12作品を対象



























































　England et al.（2011）は、一連のプリンセスを初期（白雪姫 シンデレラ 眠れる森の美女）・ 中期（リトル ・ マーメイ
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註
1 ）本研究は、第 2 著者の卒業論文（2014年度 立正大学心理学部）のデータの一部を用い、再分析 ・ 再構成したもので
ある。
2 ）東京ディズニーリゾートのオフィシャル HP では、2016年 1 月現在「ディズニープリンセス～ようこそ、リトルプ
リンセス～」のページ（http://www.tokyodisneyresort.jp/special/princess/）があり、プリンセス物語の紹介、プリ
ンセスになるための心得、ヘアアレンジ方法の紹介、投稿写真コーナーなどが設定されている。ただし、物語として
詳しく紹介されているプリンセスは、シンデレラ、オーロラ姫、白雪姫、ベル、ラブンツェルの 5 キャラクターであ
る。また、日本のディズニーストア（http://store.disney.co.jp/）のキャラクター一覧では、「ディズニープリンセス」
として紹介されているのは、ラプンツェル、アリエル、シンデレラ、ベル、オーロラ姫、白雪姫、ジャスミン、計 7
キャラクターのみである。日本では、ポカホンタス、ムーラン、ティアナ、メリダは、ディズニープリンセスとして
認知されていない様子がうかがえる。
